別添３

保安基準適合証等の再交付の取扱いについて
〔関整整第２６５号　昭和61年9月26日〕

〔関整整第１６６号　　平成7年6月2日〕

〔関整車第２０８３号　平成7年6月２日〕

（略）

記

第１　本取扱いにより、適合証等を再交付するときは、新たな適合証等の用紙を使用するものとする。

第２　再交付する適合証等及び適合証（控）の余白部分に「  再交付 」と朱書するとともに、滅失等した適合証等の交付番号とその理由を朱書きで付記すること。

第３　滅失等した適合証等にかかる適合証（控）は、×印で朱抹し、余白部分に滅失等した年月日及び理由を明記しておくこと。

第４　き損し、又はその識別が困難となった適合証等は、破棄することなく、適合証（控）に編綴しておくこと。

第５　保安基準適合証又は限定保安基準適合証（以下「適合証」という。）を再交付した場合は適合標章を、適合標章を再交付した場合は適合証を適合証（綴）から切り離すことなく適合証（綴）とともに保存しておくこと。

第６　指定整備記録簿に、再交付した適合証等番号を次の例により朱書で付記すること。

「適合証第○○号再交付」

「標章第○○○号再交付」

第７　授受出納簿は、適合証を再交付した場合には再交付の件数を書損欄へ計上し、備考欄に再交付した適合証番号を、適合標章を再交付した場合には、備考欄へ再交付した適合証番号を第６の例により記載すること。

